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南部マリアナトラフの拡大軸およびその島弧側から発見された海底熱水系について、その周辺堆積物やチム

ニー、熱水、生物および BMS により掘削されたコア試料の有機物に関する分析を行った。その結果、玄武岩のコア

試料にはほとんど有機物は含まれないが、拡大軸上の Fryer site では掘削中に見られ、掘削後ケーシングパイプ

内に詰まっていた黄褐色物質には比較的多くの有機炭素が含まれていることがわかった。拡大軸東側に発見された

Archaen site のチムニーのフランジ表面（最大 100℃程度のゆらぎが認められたもの）にも比較的高いの有機炭素

濃度が認められたが、さらに東の火山頂上にある Pika site の Black smorker チムニーには有機炭素はほとんど検

出できなかった。これら地質試料の分析結果とともに熱水湧出域周辺から採取された生物（巻貝、イソギンチャク、

フジツボ）の安定同位体組成の測定を行っており、これら生物の炭素、窒素、硫黄源に関する考察もあわせて報告

する。 


